
そ
の
三

広
島
文
教
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校

普

通

吋
斗
B
1
4
 

戦
後
の
日
本
は
、
諸
外
国
の
新
思
想
が
急
激
に
流
入
し
、
日
本
の
世
界
に
誇
る
古
く
か
ら
の
伝
統
的
精
神
や
徳
性
が

建
学
の
精
神

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
多
く
の
人
々
は
自
己
中
心
主
義
、
享
楽
主
義
に
走
り
、
道
徳
は
地

に
落
ち
、
世
の
中
は
暗
雲
低
迷
の
状
態
で
あ
っ
た
。

武田学園の現況と展望

乙
乙
に
お
い
て
、
新
生
日
本
の
原
動
力
と
な
る
「
誠
に
徹
し
た
堅
実
な
る
」
女
性
の
教
育
乙
そ
急
務
で
あ
る
と
強
く
感
じ
た
現
学
園
長

武
田
ミ
キ
は
、
永
年
の
女
子
教
育
の
経
験
を
生
か
し
、
堅
い
決
意
と
不
動
の
信
念
の
も
と
に
、
本
学
園
を
創
立
し
た
の
で
あ
る
。

社
会
の
正
常
な
発
展
は
、
帰
す
る
と
こ
ろ
は
人
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
人
づ
く
り
で
あ
る
。
い
か
な
る
悪
世
相
に
も
惑
わ
さ
れ
る
乙
と
な

く
、
勤
勉
努
力
に
よ
っ
て
自
己
を
錬
磨
し
、

「
誠
の
心
」
で
強
く
正
し
く
生
き
ぬ
く
女
性
の
育
成
が
、
本
学
園
の
建
学
精
神
の
根
幹
で
あ

る。
教
育
基
本
法
お
よ
び
学
校
教
育
法
に
よ
り
、

こ
の
建
学
の
精
神
に
基
づ
い
て
、
次
の
「
学
園
訓
」
を
掲
げ
て
い
る
。

真
理
を
究
め
正
義
に
生
き
勤
労
を
愛
す
る
人
に
な
り
ま
し
ょ
う
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責
任
感
の
強
い
還
ま
し
い
実
践
カ
の
あ
る
人
に
な
り
ま
し
ょ
う
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謙
虚
で
優
雅
な
人
に
な
り
ま
し
ょ
う

こ
れ
を
、
月
曜
日
の
生
徒
朝
会
、
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
朝
の
ホ

l
ム
・
ル
ー
ム
で
唱
和
し
、

一
歩
で
も
ニ
歩
で
も
建
学
の
精
神

に
則
し
た
人
物
像
に
近
づ
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

校
旗
と
校
章
の

校
章
は
、
本
学
園
生
活
の
理
想
の
象
徴
で
あ
る
。
外
郭
を
女
子
の
清
い
操
を
表
徴
し
た
清
浄
潔
白
な
「
雪
」
で
か

由
来
と
学
園
歌

た
ど
り
、
中
央
に
謙
虚
・
純
情
・
忍
耐
を
意
味
す
る
「
鈴
蘭
」
を
配
し
、

乙
れ
を
女
子
の
魂
に
な
ぞ
ら
え
る
「
鏡
」

で
囲
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

品 ι
寸ー

園

歌

作作
曲詩

福武

岡田

孝ミ

義キ

て
太
田
の
清
き
川
水
に

彰
を
映
し
て
い
や
高
く

理そ
想び
にゆ
生る
きい
るら
女きか
性E造
らか
のな
る

、
明
け
く
正
し
く
陸
み
合
い

松
の
操
の
そ
の
ま
ま
に

乙
れ
ぞ
吾
等
の
武
田
学
園

久
遠
に
薫
る
学
舎
は

二
、
清
く
優
し
く
は
た
強
く

乙
れ
ぞ
吾
等
の
武
田
学
園

き行
ら学
めー
く如
校と顕
章Eわ
胸せ
にる
し
て

栄
ゆ
る
吾
等
の
武
田
学
園

平
和
と
文
化
培
わ
ん

乙
れ
ぞ
吾
等
の
武
田
学
園



学
園
組
織

文

学

一日付七一

1
l国

|

文

学

部

|

下

|

英

〈
四
年
制
〉
一
一
|
|
初
等
教
育
学
科

文

学

広
島
文
教
女
子
大
学
1

ー
l
l
国

t

ー
ー
英

文

学

文

学

i
l
i
t
-
ロ
匹
ロ
M
M

-

短

期

大

学

部

1
1
1幼
児
教
育
学
科

(
二
年
制
)

飾

学

ー

1
食
物
栄
養
学
科

ー
附
属
高
等
学
校
|
|
|
普
通
科

l
附

属

幼

稚

園

武田学園の現況と展望

昭
和
五
十
七
年
度
教
育
実
践

取

得

資

格

科

中
学
一
級
・
高
校
二
級
免
許
(
国
語
)
司
書
教
諭
・
司
書

科

中
学
一
級
・
高
校
二
級
免
許
(
英
語
〉
司
書
教
諭
・
司
書

小
学
校
一
級
免
許

科

中
学
二
級
免
許
ハ
国
語
〉
司
書
教
諭
・
司
書

科

中
学
二
級
免
許
(
英
語
)
司
書
教
諭
・
司
書

幼
稚
園
二
級
免
許

保
母

科

中
学
二
級
免
許
(
家
庭
〉
衣
料
管
理
士

中
学
二
級
免
許
(
保
健
・
家
庭
〉
栄
養
士

食
品
管
理
土
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教
育
方
針
の
徹
底
に
つ
と
め
る
。

教
職
員
相
互
に
校
務
分
掌
、
学
年
、
教
科
で
具
体
的
に
計
画
を
た
て
、
勉
学
へ
の
好
ま
し
い
雰
囲
気
を
醸
成
し
、

教
育
努
力
目
標

① 

教
職
員
の
研
修
と
意
識
統
一
|
|
教
職
員
の
意
識
統
一
の
も
と
に
、
学
園
を
あ
げ
て
研
究
授
業
を
実
施
し
、
相
互
研
錆
に
っ
と
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め
、
高
大
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
。

② 

学
習
意
欲
の
高
置
と
学
力
向
上
|
|
生
徒
の
学
力
の
把
握
に
つ
と
め
、
習
熟
度
別
授
業
を
と
り
入
れ
「
わ
か
る
授
業
」
の
工
夫
を

図
り
、
学
習
効
果
を
あ
げ
る
。

③ 

教
科
外
活
動
の
振
興
|
|
集
団
生
活
に
お
け
る
個
人
の
自
覚
を
た
か
め
、
自
主
独
立
協
調
の
精
神
を
溜
養
す
る
。

④ 

生
活
指
導
の
徹
底
i
l
l
生
徒
と
の
対
話
を
通
じ
、
言
葉
づ
か
い
、
身
な
り
を
は
じ
め
礼
儀
正
し
い
援
け
教
育
を
励
行
し
、
教
師
と

生
徒
と
の
信
頼
関
係
を
確
立
す
る
。

⑤ 

進
路
指
導
の
適
正
指
導
1

1

生
徒
の
個
性
や
能
力
特
性
を
生
か
し
、
学
力
の
養
成
に
つ
と
め
な
が
ら
、
進
路
指
導
の
徹
底
充
実
を

は
か
る
。

⑥ 

環
境
の
整
備
|
|
勤
労
愛
好
の
精
神
を
養
い
、

「
環
境
は
人
を
つ
く
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
環
境
の
整
備
美
化
に
つ
と
め
る
。

枝
務
分
掌

防広厚庶
務

行
災報生事

=一一一ー一一一」一

ど旦竺ー

係

係

音E

一一一一一一「
美保生指

部

総

務

部

部

生
徒
指
導
部

教

務

進

学

進
路
指
導
部

務

部

視

聴

覚

部

就

職

穂

①
総
務
部
|
|
学
校
運
営
の
円
滑
、
か
つ
効
果
的
な
実
践
を
目
指
し
て
、

P
T
A
関
係
、
学
校
行
事
、
同
窓
会
関
係
等
、
能
率
的
な
立
案

運
営
に
つ
と
め
る
。

管会庶

係徒

化健会導理計務



て
対
策
を
た
て
る
と
共
に
、
出
欠
統
計
資
料
を
活
用
す
る
。

②
教
務
部
l
l
i
教
務
係
、
学
習
指
導
係
、
出
欠
統
計
係
の
三
係
で
構
成
さ
れ
、
時
間
割
の
作
成
、
学
習
指
導
上
の
諸
問
題
を
明
ら
か
に
し

③
生
徒
指
導
部
|
|
全
職
員
の
意
識
統
一
の
も
と
に
、
何
事
に
よ
ら
ず
習
慣
化
さ
れ
る
ま
で
根
気
強
く
指
導
す
る
。
ま
た
、
生
徒
会
の
風

紀
委
員
会
の
活
動
を
育
成
し
、
生
徒
の
自
主
的
な
風
紀
の
確
立
に
つ
と
め
る
。
係
と
し
て
は
、
指
導
係
、
生
徒
会
係
、
保
健
係
、
美
化
係
の

四
係
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
指
導
係
は
校
内
外
の
生
活
規
則
を
守
り
、
さ
ら
に
礼
儀
正
し
く
あ
る
よ
う
に
徹
底
指
導
す
る
。
生
徒
会
係

は
各
委
員
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
諸
活
動
を
盛
ん
に
す
る
。
保
健
係
は
健
康
保
持
増
進
の
た
め
に
、
積
極
的
に
行
動
す
る
。
美
化
係
は

生
活
目
標

ク
リ
ー
ン
・
ア
ッ
プ
・
ア
ワ

1
・
ス
ク
ー
ル
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
環
境
の
整
備
と
美
化
に
、
教
職
員
生
徒
一
体
と
な
っ
て
毎
日
努
力
し
て
い
る
。

武田学園の現況と展望
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行
事
計
画
予
定
(
保
健
)

一 九 四 月

献血 校内

重旅行書量測定
胸部歯科限身体検尿新入

項
IC 〆健康調-、 マ X科検検計つ生
つフ 線〈診診測工同健康
し、ソ
て査ン 一 一調
、ーノ 年 一査〆ー、

)年診内

査
)i、

〆炉、
職 一

年 員、-' 、九-' 
自

一 月一 O 五

血(献 体重測
ロ眼視

i総云lT壁診量果診内血道歯lのカ 液動科 項
レ愛護 検 型ク検

三定 検ラ診
年ハ 査ブ

員
年 プ連絡 諸検

リ査
ン

目
ト
、J

一一 月一 一 六

年度次 集計と 災防時 イフン 育祭体 集の胃 職員健 歯虫予 項

の反 保の Jレ (団康防
計省 健救エ 救検診行
画 急診断事
立 処
案

指導置

接種
目

備考
-・

月
七

適そ健 進体 M 体健夏

正の康上 〈 路と 重測
重康期

項
をは実態の

S測調合

年個三 健康指 定
者定査宿

か知を諸 の "， 1こ
る調 一 一備
つ査 人導

導斉指
年え

てを
接、面J 

)て

導指 施実

のし
目

④
進
路
指
導
部
|
|
就
職
お
よ
び
進
学
の
資
料
の
整
備
、
進
路
指
導
室
の
充
実
、
活
用
に
つ
と
め
、
就
職
お
よ
び
進
学
の
適
正
指
導
に
徹

す
る
。
さ
ら
に
、
質
問
自
に
は
全
職
員
が
な
ん
ら
か
の
課
題
を
持
ち
、
生
徒
に
か
か
わ
っ
て
学
力
補
充
に
つ
と
め
る
と
共
に
、
進
学
補
習

授
業
も
行
っ
て
い
る
。

⑤
視
聴
覚
部
|
|
視
聴
覚
機
器
の
活
用
、
研
修
を
深
め
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
。
各
教
科
ご
と
の
研
究
活
動
に
も
積
極
的
に
参
画

し
、
機
器
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
利
用
効
果
を
挙
げ
る
よ
う
努
力
す
る
。

教

科

①
国
語
科
|
|
'
@
生
徒
の
実
態
を
考
慮
し
つ
つ
、
平
易
に
具
体
的
に
興
味
深
く
授
業
を
進
め
る
工
夫
に
努
め
、
語
索
を
豊
か
に
す
る
と
と



も
に
、
読
解
力
の
向
上
を
図
る
。
@
ノ

l
ト
の
使
い
方
、
辞
書
の
引
き
方
、
参
考
書
の
利
用
法
、
図
書
館
の
活
用
法
と
い
っ
た
基
本
的
な

勉
強
法
か
ら
授
業
の
生
か
し
方
、

日
常
の
言
語
生
活
の
過
ご
し
方
を
反
覆
指
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
が
自
分
の
言
語
能
力
を
向
上

さ
せ
る
意
欲
と
方
法
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
る
。
の
種
々
の
文
章
に
触
れ
さ
せ
る
と
共
に
、
適
宜
、
感
想
文
、
要
約
文
、
報
告

文
な
ど
の
文
書
を
書
一
か
せ
表
現
力
の
向
上
を
図
る
。

②
社
会
科
|
|
④
個
人
研
究
の
テ
!
?
を
四
月
中
に
決
め
、
研
修
を
深
め
夏
休
み
に
は
報
告
会
を
も
っ
。
@
教
育
機
器
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
わ
か
る
授
業
を
試
み
、
生
徒
に
興
味
と
関
心
を
も
た
せ
る
。

θ
予
習
、
復
習
を
励
行
さ
せ
る
と
共
に
、

還
進
生
徒
に
は
質
問
日

を
最
大
限
に
使
い
学
力
を
つ
け
る
。

③
数
学
科
|
1
@
一
年
生
に
は
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
編
成
を
行
い
、
他
の
学
年
に
お
い
て
も
、
生
徒
の
実
態
に
即
し
て
授
業
を
展
開
す
る
。

@
小
テ
ス
ト
を
で
き
る
だ
け
多
く
し
、
理
解
度
の
把
握
に
つ
と
め
る
。
の
小
テ
ス
ト
の
成
績
不
良
者
、
不
認
定
者
の
追
指
導
は
形
式
的
に

な
ら
ぬ
よ
う
特
別
指
導
を
行
う
。

④
理
科
|
|
②
基
本
的
な
事
象
、
原
理
、
法
則
を
通
し
て
、
自
然
の
し
く
み
は
た
ら
き
を
理
解
さ
せ
る
と
共
に
、
観
察
・
実
験
を
通
し
て

武田学園の現況と展望

科
学
的
方
法
を
得
さ
せ
る
。
@
課
題
学
習
、
予
習
、
復
習
状
況
の
点
検
を
行
い
、
学
力
の
向
と
を
は
か
る

0
0科
学
ク
ラ
ブ
の
育
成
に
努

カ
す
る
と
共
に
、
教
科
内
で
研
究
課
題
を
も
ち
、
教
科
の
発
展
を
図
る
。

⑤
保
健
・
体
育
科
④
|
|
健
康
や
体
力
に
つ
い
て
の
理
解
と
運
動
の
合
理
的
な
実
践
を
通
し
て
、
健
康
の
増
進
と
体
力
の
向
上
を
図
り
、

明
る
く
豊
か
な
活
力
を
育
て
る
。
@
集
団
訓
練
を
通
し
、
心
身
の
鍛
錬
を
行
う
。
。
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
等
で
協
力
、
団
結
心
を
養
う
。

@
音
楽
|
|
@
音
楽
を
表
現
す
る
喜
び
を
経
験
さ
せ
る
と
共
に
、
表
現
に
関
す
る
知
識
や
技
能
を
習
得
さ
せ
、
創
造
的
に
表
現
す
る
能
力

を
伸
ば
す
。
@
わ
が
国
お
よ
び
諸
外
国
の
す
ぐ
れ
た
音
楽
に
広
く
親
し
み
、
音
楽
を
愛
好
す
る
心
情
を
養
う
と
共
に
、
鑑
賞
す
る
能
力
を

383 

伸
ば
す
。
の
音
楽
に
よ
っ
て
明
る
く
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
を
営
む
態
度
や
習
慣
を
養
う
。
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⑦
美
術
|
|
@
広
範
囲
な
分
野
で
の
教
材
体
験
を
通
し
て
、
創
造
性
を
養
い
美
的
能
力
を
育
成
す
る
。
@
作
品
を
完
成
す
る
喜
び
を
味
わ

せ
る
と
同
時
に
、
提
出
期
限
内
に
完
成
で
き
る
よ
う
個
別
指
導
す
る
。
の
生
徒
の
作
品
を
展
示
す
る
場
を
設
け
、
ま
た
、

ス
ラ
イ
ド
を
活

用
し
日
ご
ろ
か
ら
鑑
賞
で
き
る
環
境
を
整
え
、
生
徒
に
も
そ
の
態
度
を
養
わ
せ
る
。

@
書
道
|
|
@
人
間
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
古
今
の
す
ぐ
れ
た
書
に
触
れ
て
、
よ
り
深
い
美
意
識
を
養
い
表
現
の
理
法
を
学
習
し
研
究

を
進
め
て
い
く
。
@
警
の
古
典
の
成
立
、
形
式
学
習
の
方
法
、
創
作
へ
の
発
展
法
な
ど
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な
理
解
を
持
た
す
。
の
中
国

風
と
日
本
風
を
実
習
に
か
ら
ま
せ
な
が
ら
確
か
め
深
め
て
い
く
。
国
風
文
化
の
成
立
と
の
関
連
を
は
か
り
書
の
歴
史
、
書
の
略
年
表
も
活

用
し
な
が
ら
時
代
性
に
つ
い
て
も
理
解
を
確
か
に
す
る
。

⑨
英
語
科
1
l
@
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
の
学
習
効
果
を
よ
く
検
討
し
て
、
生
徒
の
学
力
に
応
じ
た
指
導
を
徹
底
す
る
。
@
英
単
テ
ス
ト
を
毎

週
行
い
採
点
し
返
却
し
て
、

つ
ね
に
反
覆
練
習
さ
せ
る
と
共
に
、
定
期
試
験
は
学
年
毎
に
共
通
の
も
の
と
す
る
。
の
た
え
ず
辞
書
を
ひ
く

ょ
う
指
導
し
、
予
習
し
な
い
生
徒
に
は
、
効
果
あ
る
対
策
を
講
ず
る
。

⑮
家
庭
科
|
|
@
幸
福
で
有
意
義
な
家
庭
生
活
を
送
る
と
い
う
乙
と
を
基
盤
と
し
て
、
衣
食
住
な
ど
の
知
識
と
技
術
を
総
合
的
に
学
習

し
、
応
用
力
を
身
に
つ
け
る
。
@
視
聴
覚
機
器
を
活
用
し
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
た
か
め
る
。
の
ホ
1
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
記
録
な
ど

ノ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
る
。

特
別
活
動

望
ま
し
い
集
団
活
動
を
適
し
て
、
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
発
達
を
図
り
、
個
性
を
伸
長
す
る
と
と
も
に
、
集
団
の
一
員

と
し
て
の
自
覚
を
深
め
、
協
力
し
て
よ
り
よ
い
生
活
を
築
乙
う
と
す
る
自
主
的
実
践
的
な
態
度
を
育
て
、
将
来
に
お
い

て
自
己
を
正
し
く
生
か
す
能
力
を
養
う
乙
と
を
目
標
と
す
る
。

内
容
と
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
生
徒
会
活
動
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
学
校
行
事
が
あ
る
。

生
徒
会
は
、
自
治
活
動
の
修
練
と
心
身
の
鍛
錬
と
に
よ
っ
て
、
自
主
的
精
神
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
り
善



美
な
校
風
の
高
場
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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ク
ラ
ブ
活
動

下市寸

(顧問〉寸 (生徒指導紛

体
育
部
正
副
部
長

文
化
部
(
ク
ラ
ブ
〉

ホームルーム(各学年〉

化
一
美
術
、
写
真
、
茶
華
道
、
放
送
、
科
学
、
書
道
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
琴
、
軽
音
楽
、
演
劇
部
一

育

パ

レ

l
、
軟
式
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
弓
道
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
卓
球
、
剣
道
一

文
化
部
正
副
部
長

図

専 P号 委 員 会

選 図 保 体 文 美 風

挙管 書 健 育 イじ イ七 紀

霊会
委 委 委 委 委 委

員 員 員 員 員 員

会 会 会 会 会 会

構機

(H' R担任〉

代

議

委

員

会

監

査

委

員

会

体
育
部
(
ク
ラ
ブ
〉

選 図 保 体 文 美 風

管 書 健 育 イじ イじ 紀

委 委 委 委 委 委 委

員 員 員 員 員 員 員

学

委

員

級

員会徒生
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学

年

①
第
一
学
年
|
|
(
目
標
)
@
高
校
生
と
し
て
の
自
覚
を
も
た
せ
、
望
ま
し
い
学
習
習
慣
、
礼
儀
作
法
の
実
践
な
ど
基
本
的
な
生
活
態
度

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。
@
校
風
に
早
く
な
れ
さ
せ
、
積
極
的
に
交
友
を
深
め
、
明
る
く
協
力
し
あ
う
学
級
づ
く
り
に
努
め
る
。
の
生
徒
の

個
性
、
実
態
を
早
く
つ
か
み
、
個
人
理
解
の
も
と
に
適
切
な
指
導
に
努
め
る
。

(
本
年
度
努
力
点
)
@
一
時
間
一
時
間
の
授
業
を
大
切
に

し
よ
う
。
@
け
じ
め
を
つ
け
規
律
あ
る
生
活
を
し
よ
う
。
の
行
事
は
積
極
的
に
参
加
し
、
お
互
い
に
協
力
し
あ
お
う
。

②
第
二
学
年
|
|
(
目
標
)
@
中
堅
学
年
と
し
て
の
自
覚
を
も
た
せ
、
基
本
的
な
生
活
態
度
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。
@
生
徒
の
個
性
、
実

態
を
把
握
し
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
適
切
な
生
活
指
導
、
学
習
指
導
を
行
う
。
の
学
級
相
互
、
学
校
と
家
庭
等
の
連
絡
を
密
に
し
て
、

歩
調
を
そ
ろ
え
て
生
徒
指
導
に
あ
た
る
。

(
本
年
度
努
力
点
〉
@
目
標
を
持
っ
て
一
日
一
日
を
送
る
。
@
く
じ
け
ず
努
力
を
重
ね
る
。

③
第
三
学
年
|
|
(
目
標
)
@
最
高
学
年
と
し
て
の
自
覚
を
も
た
せ
、
自
主
的
自
律
的
な
態
度
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。
@
生
徒
の
個
性
、

実
態
に
あ
っ
た
適
切
な
指
導
に
努
め
る
。
の
学
級
相
互
の
連
絡
を
密
に
し
、
歩
調
を
そ
ろ
え
て
生
徒
指
導
に
あ
た
る
。

(
本
年
度
努
力

点
)
@
授
業
を
大
切
に
し
、
学
習
を
真
剣
に
し
よ
う
。
@
気
持
の
よ
い
あ
い
さ
つ
と
返
事
を
し
よ
う
。
の
け
じ
め
の
あ
る
規
律
正
し
い
生

活
を
し
よ
う
。

委
員
会

①
校
務
運
営
委
員
会
ー
ー
ー
@
校
務
運
営
上
支
障
の
な
い
よ
う
原
則
と
し
て
、
毎
月
二
回
(
第
二
・
四
週
自
の
月
曜
日
五
・
六
時
限
)
定
例

会
を
聞
く
。
@
各
校
務
分
掌
・
学
年
・
教
科
よ
り
提
出
さ
れ
る
議
案
を
審
議
し
、
内
容
に
よ
っ
て
職
員
会
議
の
議
題
と
す
る
。
の
校
務
運

営
委
員
が
輪
番
で
定
例
職
員
会
議
の
議
長
に
あ
た
る
。
た
だ
し
、
委
員
会
の
書
記
は
こ
れ
か
ら
除
外
す
る
。

②
性
教
育
委
員
会
1

1
生
徒
の
発
達
に
応
じ
て
性
に
関
す
る
科
学
的
な
知
識
や
、
社
会
ル

l
ル
に
つ
い
て
学
ば
せ
る
だ
け
で
な
く
、
性
に

対
す
る
人
間
と
し
て
の
自
覚
を
深
め
、
豊
か
な
情
操
と
健
全
な
行
動
を
培
い
、
社
会
人
と
し
て
の
完
成
を
目
標
と
す
る
。



③
賞
罰
委
員
会

l
l善
行
を
な
し
た
生
徒
は
乙
れ
を
顕
彰
し
、
非
行
を
な
し
た
生
徒
は
こ
れ
を
善
導
す
る
方
策
を
協
議
し
、
生
徒
の
資
質

の
向
上
を
め
ざ
す
。

④
人
事
委
員
会
|
|
校
務
分
掌
・
学
年
・
各
委
員
会
の
人
配
を
適
正
に
す
る
た
め
の
対
策
を
協
議
し
、
学
校
運
営
上
の
機
能
を
高
め
る
乙

と
を
目
標
と
す
る
。

⑤
入
試
委
員
会
|
|
@
新
入
生
招
集
日
の
配
布
資
料
を
冊
子
に
す
る
。
@
入
試
準
備
か
ら
合
格
発
表
ま
で
の
日
程
、
仕
事
の
分
担
を
早
め

に
決
め
、
万
全
を
期
す
る
。

⑤
広
報
委
員
会
|
|
広
報
企
画
室
と
連
携
を
と
り
、
ま
た
本
校
の
教
育
活
動
を
中
心
に
す
え
、
次
の
方
針
で
活
動
す
る
。
@
局
辺
校
に
重

点
を
お
く
。
@
地
区
別
中
・
高
連
絡
会
を
も
っ
。
の
連
絡
会
用
資
料
を
作
成
す
る
。

⑦
同
和
教
育
推
進
委
員
会
|
|
@
教
科
、

L
H
R
指
導
な
ど
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
通
じ
て
生
徒
に
民
主
主
義
社
会
の
一
員
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
生
き
方
を
学
習
さ
せ
、
部
落
差
別
を
許
さ
な
い
教
育
内
容
の
創
造
を
し
、
実
践
す
る
。
@
同
和
教
育
の
目
的
を
再
確
認
し
、
生
徒

に
部
落
問
題
を
科
学
的
に
認
識
さ
せ
、
差
別
を
見
抜
き
、
差
別
を
し
な
い
よ
う
人
権
学
習
を
す
す
め
る
。
の
同
和
教
育
が
形
骸
化
し
な
い

武田学園の現況と展望

よ
う
に
教
師
一
人
ひ
と
り
が
自
分
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
前
向
き
の
姿
勢
で
取
り
組
む
。
@
学
力
を
た
か
め
進
路
を
保
障
す
る
。

教
職
員
一
覧

一
校

人

長
一
教

頭
一
教

諭
一
養
護
教
諭
一
議

一一O
一

師
一
事
務
職
員
一
寮
職
員
一
校

一

一

一

医
薬
剤
師
一
|
計

一

一

一

O 

四

四
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教教校|職

諭頭長|名

寺森古藤佐後大中香鏡上小浅酒寺島梶藤中高村橋松岡|氏

原近本原告藤島田川波森田原井西本原中野野田本島本

嘉ミ幸 智昌昇範四 六正宏文玄正武宣恭 賀 哲安

久子治勝子司道子郎勇三彦志郎宗則子昭枝勝季、淳也正|名
チ

社 保家

V グ健

体
会 育庭

英

語

社

会

社

会

国

語

理数

1/ 1/ ア

科 学

二
年
A
組
一
生
徒
指
導
(
指
導
〉

三
年
副
担
一
進
路
指
導
〈
就
職
〉

一
年
C
組
一
生
徒
指
導
〈
生
徒
会
)

一
年
副
担
一
生
徒
指
導
〈
美
化
〉
、
視
聴
覚
〈
図
書
〉

二
年
B
組
一
教
務
ハ
教
務
〉

二
年
副
担
一
一
総
務
ハ
庶
務
・
行
事
〉
、
同
教
主
担

三
年
割
担
一
進
路
指
導
部
長

一
年
副
担
一
生
徒
指
導
〈
指
導
・
生
徒
会
〉

二
年
副
担
一
生
徒
指
導
部
長

一
年
B
組
一
教
務
(
教
務
〉
、
進
路
指
導
(
進
学
〉

一
年
A
組
一
視
聴
覚
部
長

三
年
D
組
一
一
教
務
部
長

二
年
副
担
一
教
務
ハ
学
習
指
導
)
、
視
聴
覚
(
放
送
〉

三
年
副
担
一
総
務
〈
厚
生
)

二
年
D
組
一
一
総
務
(
庶
務
・
行
事
)

二
年
C
組
一
生
徒
指
導
ハ
指
導
)

三
年
A
組
一
一
教
務
〈
統
計
・
教
科
書
)
、
進
路
指
導
(
進
学
〉

三
年
B
組
一
一
総
務
ハ
広
報
〉
、
生
徒
指
導
〈
指
導
〉

一
年
前
組
一
一
総
務
部
長

三
年
C
組
一
総
務
ハ
厚
生
)

生
徒
指
導
(
保
健
〉

担
当
教
科
一
学
級
担
任

校

務

分

掌

パソ美剣ブ書 写科科軟剣パ フ 弓放 演 |ク
レフ ラ

学式
ス オ

l ト ス 琴 真 ケ

ボボ ノぜ ア 'y ク |ラ
卓 写ー ト ソ

J J ン ボ ン
JレJレ術道ド道 球学実ス道 l ク。 道送 劇 |ブ

Jレ
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グ
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織
物
一
階

日
校
地
建
物
等
の
配
置機

二
階

①
灯
油
庫

②
特
別
教
室

③
保
健
室

④
教
員
室

⑤
ポ
ン
プ
室

⑤
更
衣
室

①
英
語
研
究
室

②
社
会
科
教
室

③
社
会
科
準
備
室

④
講
義
室

ω

⑤
タ
イ
プ
室

⑤ 
暗

室

昭
和
四
十
八
年

新
校
舎
竣
工
ま
で
の
経
過

月

十
日

三
月
二
十
八
日

月

三
十
日

四
月

七
日

七
月
二
十
七
日

八
月
二
十
四
日

後
一
階

織
物
三
階

⑦
事
務
室

①
生
徒
会
室

③
校
長
室

②
視
聴
覚
準
備
室

⑨
応
接
室

③
視
聴
覚
教
室

@
会
議
室

④
進
路
指
導
室

⑪
作
法
室

⑤
進
路
資
料
室

⑫
調
理
準
備
室

@
書
道
教
室

⑬
調
理
室

偽
物
二
階

⑦
理
科
教
室

ω

③
理
科
準
備
室

⑨
理
科
教
室

ω

⑮
被
服
教
室

⑪
洗
濯
室

⑫ 
倉

庫

偽
物
三
階

⑦
講
義
室

ω

@
美
術
教
室

⑨
図
書
室

⑩
芸
術
研
究
室

⑪ 
書

庫

る
件
に
つ
い
て
、
理
事
会
、
評
議
員
会
審
議

高
等
学
校
、
短
大
の
一
部
が
あ
る
中
島
校
地
を
、
広
島
市
開
発
公
社
に
病
院
用
地
と
し
て
売
却
す

高
校
移
転
先
を
広
島
市
安
佐
北
区
高
陽
町
大
字
小
田
字
胡
磨
谷
一
帯
と
、
理
事
会
、
評
議
員
会
決
定

高
場
町
中
小
田
の
住
民
に
、
地
元
説
明
会

高
等
学
校
移
転
用
地
買
収
手
付
金
を
銀
行
よ
り
借
入
る
件
に
つ
い
て
、
理
事
会
、
評
議
員
会
で
決

高
校
移
転
先
、
高
陽
町
大
字
中
小
田
字
胡
磨
谷
の
土
地
買
収
契
約

高
校
移
転
に
つ
い
て
、
理
事
会
、
評
議
員
会
で
審
議

高
校
移
転
用
地
代
の
一
部
借
入
に
つ
い
て
、
理
事
会
、
評
議
員
会
決
定



昭
和
四
十
八
年
十
二
月

十
二
日

十
二
月
二
十
六
日

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日

月
二
十
六
日

武田学園の現況と展望

十
一
月

十
一
月
二
十
二
日
J¥ 
日
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五
月

十
四
日

五
月
二
十
五
日

ーじ
月

十
七
日

七
月

十
八
日

七
月
三
十
一
日

九
月

十
一
日

九
月

十
四
日

九
月

二
十
日

九
月

二
十
日

中
島
校
地
を
広
島
市
土
地
開
発
公
社
に
売
却
す
る
件
に
つ
い
て
審
議
、
売
却
す
る
乙
と
に
決
定
、

理
事
会
、
評
議
員
会

中
島
校
地
の
売
却
契
約
に
つ
い
て
の
理
事
会

広
島
市
土
地
開
発
公
社
と
売
買
契
約

高
校
移
転
に
つ
い
て
、
理
事
会
・
評
議
員
会

高
陽
町
中
小
田
に
建
設
す
る
校
舎
図
面
等
を
関
係
者
に
説
明

高
校
移
転
地
、
高
陽
町
大
字
中
小
田
に
古
墳
、
埋
没
判
明

高
校
移
転
に
つ
い
て
、
理
事
会
、
評
議
員
会
審
議

文
化
庁
に
発
掘
調
査
依
頼
文
書
提
出

高
校
移
転
造
成
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
理
事
会
・
評
議
員
会
熊
谷
組
と
決
定

造
成
工
事
契
約
、
工
事
費
の
一
部
を
支
払
う

文
化
庁
よ
り
発
掘
調
査
許
可
書
受
信

県
文
化
財
保
護
室
に
発
掘
調
査
依
頼

造
成
許
可
申
請
書
提
出

中
小
田
古
墳
群
を
守
る
会
発
足

中
小
田
古
墳
を
守
る
会
来
校

高
陽
町
中
小
田
に
高
等
学
校
を
建
築
す
る
こ
と
を
断
念

「
教
育
が
教
育
を
壊
す
と
は
教
育
者
と
し
て
し
の
び
な
い
。
」
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昭
和

五
十
年

昭
和
四
十
九
年
十
一
月

昭
和
五
十
一
年

昭
和
五
十
二
年

十
一
月

十
一
月

三
十
日

月

十
四
日

月
三
月
三
十
一
日

十
月
二
十
七
日

二
十
日

二
月

十
二
日

三
月
二
十
九
日

九
月

六
日

九
月

十
八
日

十
七
日

ノ¥

月

J¥ 
日

理
事
会
、
評
議
員
会
、
移
転
変
更
先
を
高
陽
町
矢
口
の
高
腸
台
区
画
整
理
組
合
が
造
成
す
る
土
地

に
変
更

井
口
建
設
と
高
陽
台
土
地
売
買
契
約
締
結

高
陽
町
矢
口
の
造
成
及
び
校
舎
設
計
に
つ
い
て
大
旗
連
合
設
計
事
務
所
と
基
本
的
な
話
し
合
い

高
陽
町
矢
口
、
高
陽
台
区
画
整
理
組
合
の
造
成
予
定
地
内
を
流
れ
る
立
会
坂
川
を
守
る
会
が
、
河

川
流
水
の
改
善
を
申
し
入
れ

日
本
私
学
振
興
財
団
に
、
高
陽
町
矢
口
に
高
校
校
舎
を
建
設
す
る
乙
と
に
つ
い
て
借
入
申
し
込

み
、
理
事
会
、
評
議
員
会
決
定

高
陽
町
矢
口
、
高
陽
台
区
画
整
理
組
合
の
土
地
造
成
が
川
河
等
の
住
民
の
反
対
に
よ
り
遅
れ
る
と

の
連
絡
、
理
事
会
、
評
議
員
会
審
議

四
十
九
年
七
月
三
十
一
日
熊
谷
組
と
締
結
し
た
校
地
造
成
工
事
契
約
解
除

高
陽
町
矢
口
の
造
成
着
工
で
き
ず
、
日
本
私
学
振
興
財
団
に
申
し
込
ん
だ
借
入
金
必
要
が
な
く
な

っ
た
の
で
予
算
修
正
、
理
事
会

広
島
市
土
地
開
発
公
社
に
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
末
日
ま
で
中
島
校
地
延
期
願
を
提
出

高
等
学
校
の
大
学
校
地
内
へ
の
仮
移
転
決
定
、

P
T
A
、
教
職
員
に
も
説
明
、
理
事
会
、
評
議
員
会

仮
移
転
に
つ
い
て
の
文
書
を
高
校
生
保
護
者
に
発
送

大
学
校
地
内
に
仮
移
転
校
舎
を
建
築
す
る
業
者
と
工
事
契
約

大
学
校
地
内
に
高
校
が
仮
移
転
す
る
こ
と
ぞ
文
部
省
、
県
に
提
出



昭
和
五
十
二
年

昭
和
五
十
三
年

武田学園の現況と展望

昭
和
五
十
四
年
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十
二
月

七
月
七
月

十
五
日

七
月

二
十
日

七
月
二
十
五
日

九
月
九
月

十
日

九
月

十
四
日

ー卜
月

十
四
日

十
月
二
十
七
日

四
月
二
十
七
日
六
日

二
月

十
日

三
月
二
十
九
日

月

三
十
日

四
月
二
十
四
日

五
月

四
日

月

十
二
日

大
学
校
地
内
の
仮
移
転
校
舎
完
成

移
転
開
始

仮
移
転
完
了

中
島
校
舎
解
体
開
始

日

大
学
校
地
内
の
仮
移
転
地
で
高
等
学
校
授
業
開
始

中
島
校
地
、
整
地
完
了

中
島
校
地
、
広
島
市
土
地
開
発
公
社
に
引
渡
し

中
島
校
地
代
金
の
残
金
を
広
島
市
土
地
開
発
公
社
よ
り
違
約
金
を
差
し
引
い
て
受
領

広
島
市
土
地
開
発
公
社
を
相
手
に
残
金
を
支
払
う
よ
う
、
民
事
訴
訟
に
理
事
会
決
定

広
島
市
特
別
調
査
委
員
会
に
証
人
と
し
て
出
席

高
陽
町
矢
口
に
高
校
を
移
転
す
る
こ
と
、

い
ま
だ
土
地
造
成
に
着
工
す
る
め
ど
も
つ
い
て
い
な
い

の
で
断
念
、
大
学
校
地
隣
接
地
を
検
討
、
理
事
会
、
評
議
員
会

造
成
業
者
に
高
校
建
設
の
可
否
検
討
依
頼
(
清
水
建
設
)

文
部
省
に
も
う
一
年
仮
移
転
の
期
間
を
延
期
願
提
出

県
に
も
延
期
願
提
出

大
学
隣
接
地
の
高
校
建
設
用
地
の
半
分
取
得
、
理
事
会
、
評
議
員
会
に
報
告

地
元
自
治
会
に
高
校
建
設
協
力
を
依
頼

県
住
宅
管
理
課
に
高
校
建
築
予
定
地
の
一
部
解
除
を
お
願
い
す
る
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昭
和
五
十
四
年
十
一
月

十
二
月

昭
和
五
十
五
年

十
一
月

昭
和
五
十
六
年

九
月

十
日

十
四
日
十
日

五
月

七
日

七
月

十
八
日

七
月
二
十
一
日

八、
月

十
二
日

九
月

六
日

九
月

八白
日

十
月

二
十
日

十
月
二
十
一
日

十
日

月

五
日

十
二
日

J¥ 
月

八
月
三
十
一
日

八台
月

二
十
日

九
月

八
月
二
十
四
日

県
住
宅
管
理
課
、

一
部
解
除
同
意

宅
地
造
成
許
可
申
請
書
提
出

地
元
住
民
と
第
一

O
回
目
の
話
し
合
い

校
地
造
成
契
約
、
清
水
建
設

地
元
住
民
と
の
覚
書
交
換

東
亜
地
所
隣
接
同
意
で
お
願
い
す
る

東
亜
地
所
と
隣
接
に
つ
い
て
契
約
書
を
交
換

高
校
土
地
造
成
認
可

土
地
造
成
起
工
式

一
O
時
、
土
地
造
成
着
工

高
校
建
設
地
の
隣
接
地
で
あ
る
東
亜
ハ
イ
ツ
に
植
樹
を
す
る

高
校
校
舎
事
前
着
工
を
申
請

1/ 

認
可

校
舎
建
築
着
工
、
校
舎
清
水
建
設
、
体
育
館
前
田
組

一
四
時

校
舎
起
工
式
、

一O
時
三

O
分

市
、
土
木
竣
工
検
査

学
内
検
査
八
月
二
十
六
日

土
木
工
事
に
つ
い
て
業
者
よ
り
引
渡
し

校
舎
完
成

日

移
転
開
始

九
月
二
日
完
了

市
、
校
舎
竣
工
検
査
、
学
内
検
査
八
月
二
十
五
日

一
四
時



昭
和
五
十
六
年

八
月
三
十
一
日

校
舎
引
渡
し

教
育
課
程
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一
年
用
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武田学園の現況と展望399 

学
校
行
事
計
画

一O
月

一
一
月

一
二
月

日

週職

知
能
検
査

始
業
式
、
入
学
式
、
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
創
立
記
念
式
、
身
体
測
定
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
歓
迎
遠
足
、
性
格
行
動
検
査
、

四
月

五
月

中
間
試
験
、
健
康
診
断
、

P
T
A
総
会
、
校
内
茶
会
、
生
徒
総
会
、
演
劇
観
賞

県
総
合
体
育
大
会
、
学
力
診
断
テ
ス
ト
、
大
学
入
試
模
擬
テ
ス
ト
、
面
接
週
間
、
コ
ー
ラ
ス
大
会
、
体
育
祭

月
七
月

生
徒
会
幹
部
講
習
会

生
徒
会
役
員
選
挙
、
期
末
試
験
、
学
園
長
訓
話
、
卒
業
生
を
閤
む
会
、
球
技
大
会
、
個
人
懇
談
、
終
業
式
、
父
兄
会
、
夏
期
合
宿
講
習
会
、

J¥ 
月

夏
期
補
習
授
業
、
家
庭
訪
問
、
同
窓
会
総
会

九
月

修
学
旅
行
、
教
育
実
習
、
中
間
試
験

始
業
式
、
教
育
実
習
、
学
力
診
断
テ
ス
ト
、
大
学
入
試
模
擬
テ
ス
ト
、
面
接
週
間
、
生
徒
総
会

学
園
祭
、
読
書
週
間
、
防
災
訓
練
、
大
学
入
試
模
擬
テ
ス
ト

期
末
試
験
、
文
教
女
子
大
入
試
、
球
技
大
会
、
個
人
懇
談
、
終
業
式

月

始
業
式
、
球
技
大
会
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会

月

卒
業
試
験
、
卒
業
認
定
会
議
、
入
学
試
験

課

表 卒
業
式
、
学
年
末
試
験
、
単
位
認
定
会
議
、
個
人
懇
談
、
総
業
式
、
新
入
生
説
明
会

月
番員

全

合会|喜
一一一一会

日
f、
月
曜
日、../

集朝

ヱ全!;
.~ J~ I示

091章

集朝

八
・
二

O
J

八
・
=
一

O

番員

番員
土

集朝

曜

合会

八
・
二

O
I

八
・
三

O

八

O 

日
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四三二一全

校校校校体
朝

校校

P
T
A会
則

第
一
章

総

Jllj 

第

条

本
会
は
広
島
文
教
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校
P
T
A
と
称
し
、

第

二

条

本
会
は
家
庭
と
学
校
と
が
一
体
と
な
り
、

そ
の
事
務
所
を
校
内
に
お
く
。

そ
の
教
育
計
画
の
完
遂
に
協
力
す
る
と
共
に
、
生
徒
の
福
祉
を
増
進
し
、
会
員
の

研
修
と
相
互
の
親
睦
を
図
る
ζ

と
を
目
的
と
す
る
。

第

三

条

本
会
は
次
の
事
業
を
行
う
。

学
校
教
育
全
般
の
進
展
に
寄
与
す
る
事
業



第

四

条

第

五

条

第

六

条

武田学園の現況と展望

第

七

条

第

八

条
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そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
に
必
要
な
事
業

第
二
章

会
員
及
び
役
員

本
会
の
会
員
は
本
校
生
徒
の
保
護
者
と
本
校
の
職
員
を
正
会
員
と
し
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
人
を
賛
助
会
員
と
す
る
。

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

会

長

名

副
会
長

名
(
一
名
は
教
頭
と
す
る
)

委

若
干
名

員

四

監

事

名

五

校
長
他
前
正
副
会
長

顧

問

役
員
の
選
出
は
次
の
方
法
に
よ
る
。

会
長
、
副
会
長
、
監
事
は
役
員
会
に
お
い
て
選
出
し
、
総
会
の
承
認
を
得
る
。

委
員
は
会
長
の
委
嘱
に
よ
り
、
総
会
に
お
い
て
承
認
す
る
。

顧
問
は
委
員
会
の
推
薦
に
よ
り
、
会
長
が
委
嘱
す
る
。

役
員
の
任
期
は
一
カ
年
と
し
、
留
任
を
妨
げ
な
い
。
補
欠
者
の
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

役
員
の
任
務
は
次
の
通
り
と
す
る
。

会
長
は
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
理
す
る
と
共
に
、
総
て
の
会
議
の
議
長
と
な
る
。

副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
事
故
あ
る
と
き
は
そ
の
任
務
を
代
行
す
る
。
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第

九

条

第
一

O
条

第
一
一
条

第
一
二
条

第
一
三
条

委
員
は
会
務
の
執
行
に
当
る
と
共
に
、
会
長
の
委
嘱
に
よ
り
庶
務
、
会
計
の
任
に
当
た
る
。

四

監
事
は
会
計
の
監
査
を
行
う
。

五

副
会
長
(
教
頭
〉
は
、
通
常
の
会
務
を
処
理
す
る
。

...L. /、、

顧
問
は
会
長
の
相
談
に
応
ず
る
。

第
三
章

会

議

本
会
に
は
総
会
、
役
員
会
、
委
員
会
そ
の
他
必
要
に
応
じ
専
門
委
員
会
を
置
く
も
の
と
し
、
会
長
が
招
集
す
る
。
こ
れ
ら
の

会
議
の
定
足
数
は
三
分
の
一
と
し
、
議
決
は
多
数
決
と
す
る
。

絡
会
は
年
一
回
以
上
聞
き
、
決
算
の
承
認
、
予
算
の
議
決
、
役
員
の
選
出
、

そ
の
他
重
要
事
項
を
議
決
す
る
。
会
長
が
必
要

と
認
め
た
時
は
、
臨
時
に
総
会
を
招
集
す
る
乙
と
が
で
き
る
。

第
四
章

会

計

本
会
の
経
費
は
総
会
に
お
い
て
決
定
し
た
会
費
、
寄
附
金
及
び
事
業
収
入
を
も
っ
て
乙
れ
に
充
て
る
。

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
る
。

第
五
章

生
徒
会
後
援
基
金

本
会
に
生
徒
会
後
援
基
金
を
設
け
る
。

基
金
の
運
用
に
関
し
て
は
、
第
九
条
に
基
き
基
金
運
用
専
門
委
員
会
を
お
き
、
第
五
条
に
依
る

P
T
A
役
員
が
委
員
を
兼
務



し
、
会
長
が
委
員
長
と
な
る
。

委
員
会
は
総
会
に
お
い
て
決
算
の
承
認
、
充
足
資
金
の
寄
附
行
為
に
つ
い
て
議
決
を
求
め
る
。

必
要
な
内
規
は
別
に
定
め
る
。

第
六
章

附

員。

第
一
四
条

本
会
則
を
改
め
る
と
き
は
、
総
会
に
お
い
て
出
席
者
の
三
分
の
ニ
以
上
の
賛
成
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
五
条

本
会
則
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
委
員
会
の
承
認
を
得
て
会
長
が
定
め
る
。

第
一
六
条

本
会
則
は
昭
和
四
十
二
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

(
昭
和
四
十
七
年
五
月
二
十
七
日
一
部
変
更
)

展

建
学
の
精
神
に
は
じ
ま
っ
て
、
昭
和
五
十
七
年
度
教
育
実
践
を
中
心
に
附
属
高
校
の
現
況
を
述
べ
て
き
た
が
、
本
校
教

望

育
の
特
色
を
平
素
の
実
践
に
い
か
に
生
か
し
徹
底
さ
せ
る
か
が
、
附
属
高
校
の
歩
む
べ
き
未
来
像
へ
の
道
で
あ
る
。

武田学園の現況と展望

① 

建
学
の
精
神
に
則
し
た
女
性
の
し
つ
け
教
育
の
徹
底

学
園
の
創
設
者
武
田
ミ
キ
学
園
長
の
教
育
信
念
に
基
づ
き
、
心
の
教
育
、
な
か
ん
ず
く
女
性
と
し
て
の
徳
性
の
商
養
を
目
指
し
て
い

る
。
礼
儀
正
し
い
あ
い
さ
つ
、

つ
つ
し
み
の
あ
る
身
だ
し
な
み
等
、
思
い
や
り
の
あ
る
女
性
ら
し
さ
を
養
う
と
共
に
、
社
会
の
風
潮
に
ま

ど
わ
さ
れ
る
と
と
な
く
、

い
か
な
る
苦
難
に
も
耐
え
、
正
し
く
明
る
く
生
き
ぬ
く
根
気
強
さ
を
培
い
た
い
。
さ
ら
に
、
毎
朝
遅
刻
防
止
の

徹
底
を
期
し
、
遅
刻
皆
無
の
と
き
は
一
校
時
と
六
校
時
の
終
了
の
チ
ャ
イ
ム
に
、

ロ
ッ
シ

l
ニ
の
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ル
序
曲
」
を
鳴
ら

403 

し
て
、
集
団
の
中
の
個
と
し
て
の
自
覚
を
も
た
せ
、
規
律
あ
る
生
活
を
さ
せ
る
。
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② 

高
校
・
大
学
の
一
貫
教
育
の
推
進

本
校
か
ら
広
島
文
教
女
子
大
学
へ
の
進
学
は
、
高
校
の
成
績
と
附
属
高
校
の
み
の
特
別
入
試
の
成
績
と
に
よ
り
、
優
先
的
に
進
学
で
き

る
組
織
が
で
き
て
い
る
。
同
時
に
、
教
職
員
全
員
が
研
究
授
業
を
実
施
し
、
大
学
の
各
教
科
教
育
法
の
専
門
の
先
生
方
の
助
言
指
導
を
得

て
、
教
育
指
導
法
の
研
修
を
行
う
と
共
に
、
大
学
の
講
義
も
参
観
し
て
、
高
大
一
貫
教
育
の
推
進
に
努
力
し
て
い
る
。

③ 

学
習
意
欲
の
高
揚
と
適
正
な
進
路
指
導

従
来
よ
り
実
施
し
て
い
た
英
語
・
数
学
・
国
語
に
お
け
る
習
熟
度
別
授
業
を
、
五
十
七
年
四
月
か
ら
は
一
層
乙
れ
を
徹
底
さ
せ
て
基
礎

学
力
の
向
上
に
努
め
て
い
る
が
、
さ
ら
に
、
五
十
八
年
四
月
よ
り
二
年
生
と
三
年
生
に
生
徒
の
志
望
進
路
に
応
じ
て
コ

l
ス
制
を
設
け
、

学
習
効
果
を
一
段
と
充
実
さ
せ
、
密
度
の
高
い
適
正
な
進
路
指
導
を
す
す
め
た
い
。
現
在
、
大
学
進
学
は
広
島
文
教
女
子
大
学
が
主
と
な

っ
て
い
る
が
、
今
後
学
力
を
向
上
さ
せ
る
乙
と
に
よ
り
、
広
島
大
学
、
広
島
女
子
大
学
等
国
公
立
大
学
へ
も
進
学
す
る
学
校
に
成
長
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

最
後
に
、
建
学
の
精
神
に
も
と
ず
く
女
性
と
し
て
の
「
し
つ
け
教
育
」
の
徹
底
上
、
環
境
の
整
備
は
大
切
な
教
育
努
力
目
標
で
あ
る
。

本
校
は
昭
和
五
十
六
年
秋
新
校
舎
が
落
成
し
、
最
新
鋭
に
し
て
完
備
し
た
施
設
設
備
が
整
い
、
地
理
的
条
件
と
相
侯
っ
て
教
育
環
境
は
ま

こ
と
に
す
ば
ら
し
い
。
乙
の
際
、

一
層
勤
労
愛
好
の
精
神
を
養
う
べ
く
「
環
境
は
人
を
造
る
」
の
精
神
で
、

ク
リ
ー
ン
・
ア
ッ
プ
・
ア
ワ

l
-
ス
ク
ー
ル
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
校
舎
内
外
の
整
備
美
化
に
、
教
職
員
生
徒
一
体
と
な
っ
て
毎
日
努
力
し
、
建
学
の
精
神
の
高
揚
に
っ
と

め
た
い
。

(
文
責
・
岡
本
安
正
)




